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五
．
お
わ
り
に

一
．
は
じ
め
に

　

死
刑
に
関
し
て
二
〇
〇
六
年
に
は
若
干
の
注
目
す
べ
き
動
き
が
見
ら
れ
た
。
ま
ず
、
一
月
一
七
日
に
連
続
幼
女
誘
拐
殺
人
事
件
の
犯
人
の

宮
崎
勤
に
対
す
る
死
刑
判
決
が
確
定
し
た
。
こ
の
審
理
で
は
、
第
一
審
に
お
い
て
精
神
鑑
定
が
三
回
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
論
が
分
か
れ
た
た
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め
に
、
注
目
が
集
ま
っ
た
（
１
）。
ま
た
、
そ
の
後
、
彼
が
拘
禁
反
応
を
示
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
重
要
な
問
題

で
あ
る
（
２
）。
次
い
で
、
六
月
二
〇
日
に
、
最
高
裁
は
、
光
市
母
子
殺
害
事
件
に
関
し
て
、
犯
行
当
時
一
八
歳
の
被
告
人
に
無
期
懲
役
を
科
し
た

控
訴
審
判
決
を
、
量
刑
不
当
と
し
て
、
破
棄
し
た
（
３
）。
七
月
四
日
に
は
、
広
島
女
児
殺
害
事
件
の
犯
人
に
対
し
て
、
第
一
審
の
広
島
地
裁
が
無

期
懲
役
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
小
児
性
愛
症
（
ペ
ド
フ
ィ
リ
ア
）
の
疑
い
が
あ
る
犯
人
に
対
す
る
死
刑
は
回
避
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
４
）。
九
月

一
五
日
に
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
首
謀
者
と
さ
れ
る
元
教
祖
に
対
す
る
死
刑
判
決
が
確
定
し
た
。
こ
の
場
合
は
、
被
告
人
の
訴
訟
能
力

が
問
題
と
な
っ
た
（
５
）。
九
月
二
六
日
に
、
奈
良
地
裁
は
、
奈
良
女
児
殺
害
事
件
の
犯
人
に
死
刑
を
言
い
渡
し
、
そ
の
後
に
本
人
が
控
訴
を
取
り

下
げ
た
の
で
、
死
刑
が
確
定
し
た
。
こ
の
犯
人
も
小
児
性
愛
症
の
疑
い
が
あ
り
、
同
種
の
前
科
も
あ
っ
た
た
め
か
、
被
害
者
が
一
人
の
事
件

で
死
刑
が
科
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
６
）。
一
二
月
一
三
日
に
は
、
浪
速
姉
妹
殺
害
事
件
の
犯
人
に
死
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
こ
の
犯
人
は
、
一

六
歳
時
に
母
親
を
バ
ッ
ト
で
殴
り
殺
し
て
お
り
、
中
等
少
年
院
に
三
年
間
収
容
さ
れ
て
い
た
が
、
広
汎
性
発
達
障
害
の
疑
い
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
７
）。

　

二
〇
〇
六
年
九
月
に
法
務
大
臣
が
交
代
し
た
が
、
前
任
者
は
、
そ
の
一
年
前
の
就
任
時
に
、
会
見
に
お
い
て
死
刑
執
行
命
令
書
に
署
名
し

な
い
と
い
う
考
え
を
明
ら
か
に
し
、
直
後
に
撤
回
し
た
と
い
う
経
緯
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
結
局
、
前
大
臣
は
在
任
中
に
は
署

名
し
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
年
末
に
四
人
に
つ
い
て
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
執
行
さ
れ
て
い
な
い
死
刑
確
定

者
の
数
は
一
〇
〇
人
近
く
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
日
に
、
名
張
毒
ぶ
ど
う
酒
事
件
の
再
審
決
定
が
取
り
消
さ

れ
た
。
犯
人
と
さ
れ
死
刑
を
科
さ
れ
た
Ｏ
氏
は
八
一
歳
の
高
齢
で
あ
る
（
８
）。

　

一
方
、
欧
米
各
国
の
中
で
唯
一
死
刑
を
存
置
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
以
降
に
大
き
な
動
き
が
見

ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
連
邦
最
高
裁
が
、
精
神
遅
滞
（
知
的
障
害
）
の
者
に
対
す
る
死
刑
は
「
残
虐
で
異
常
な

刑
罰
で
あ
る
」
と
し
（
９
）、
二
〇
〇
三
年
に
は
、
当
時
の
イ
リ
ノ
イ
州
知
事
が
州
内
の
全
死
刑
囚
一
六
七
人
の
一
括
減
刑
を
発
表
し
た
（
亜
）。
さ
ら
に
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二
〇
〇
五
年
に
、
連
邦
最
高
裁
は
、
一
八
歳
未
満
の
者
に
対
す
る
死
刑
を
違
憲
と
し
（
唖
）、
死
刑
の
在
り
方
を
見
直
す
動
き
が
あ
っ
た
が
、
二
〇

〇
六
年
一
二
月
に
、
フ
ロ
リ
ダ
州
知
事
が
死
刑
の
暫
定
的
執
行
停
止
を
命
じ
た
。
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
連
邦
地
裁
は
、
死
刑
の
手

続
に
疑
問
が
あ
る
と
し
た
。
前
者
の
原
因
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
で
は
死
刑
の
執
行
方
法
と
し
て
注
射
を
採
用
し
て
い
る
が
、
執
行
す
る
際
に
手

違
い
が
あ
っ
た
た
め
に
、
執
行
に
三
〇
分
以
上
か
か
り
、
受
刑
者
に
多
大
な
苦
痛
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
後
者
の
場
合
は
、
死
刑
執
行
に
携
わ
る
者
の
資
格
や
訓
練
に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
、
記
録
や
薬
物
量
の
不
足
、
環
境
の
不
備
な
ど
も
指

摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
注
射
に
よ
る
死
刑
の
執
行
で
は
、
麻
酔
、
麻
痺
、
心
臓
停
止
の
た
め
に
三
種
類
の
薬
物
が
使
用
さ
れ
る
が
、
一
番
目

に
投
与
さ
れ
る
薬
物
の
麻
酔
効
果
が
不
十
分
で
あ
れ
ば
、
受
刑
者
に
無
用
な
苦
痛
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
（
娃
）。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
七
年
一
月
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
立
法
委
員
会
が
死
刑
の
廃
止
を
勧
告
し
た

し
、
連
邦
最
高
裁
は
、
重
篤
な
精
神
障
害
に
罹
患
し
て
い
る
死
刑
囚
の
死
刑
の
妥
当
性
に
つ
い
て
の
検
討
を
開
始
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
ま

た
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
で
は
死
刑
の
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
お
り
（
阿
）、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
は
、
医
師
会
が
、
死
刑
の
執
行
に
医
師
が
拘
わ

る
こ
と
を
禁
じ
る
と
い
う
決
議
を
行
っ
た
の
を
受
け
て
、
裁
判
所
が
死
刑
執
行
の
延
期
を
決
定
し
、
議
会
は
、
死
刑
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
哀
）。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
死
刑
の
廃
止
を
訴
え
る
主
張
は
散
見
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
大
き
な
勢
力
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
近
い
将
来

に
国
会
に
お
い
て
死
刑
の
存
廃
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
数
年
後
に
は
、
司
法
制
度
改

革
の
一
環
で
あ
る
裁
判
員
制
度
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
の
制
度
が
死
刑
を
促
進
す
る
か
抑
制
す
る
か
に
関
し
て
は
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
（
愛
）、
そ

の
帰
趨
を
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
死
刑
の
存
廃
を
議
論
す
る
好
機
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
欧
米
諸
国
の
中
で
死
刑
を
存

置
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
動
向
を
参
考
に
し
て
、
大
規
模
な
国
民
的
議
論
が
起
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
死
刑
を
巡
る
諸
問
題
の
中
で
、
精
神
障
害
と
死
刑
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
以
前
か
ら
、
精
神
障
害
者
の
拘
禁
処
遇
の
問

（394）
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題
に
関
心
を
抱
い
て
き
た
が
、
そ
の
後
、
精
神
障
害
に
つ
い
て
、
そ
の
中
心
に
あ
る
統
合
失
調
症
か
ら
範
囲
を
拡
大
し
て
、
小
児
性
愛
症
を

含
む
性
的
逸
脱
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
人
格
障
害
や
薬
物
依
存
症
の
犯
罪
者
の
処
遇
に
つ
い
て
検
討
す
る
う
ち
に
、
知
的
障
害
の
重

要
性
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
精
神
遅
滞
（
知
的
障
害
）
者
に
対
す
る
死
刑
の
問
題

に
遭
遇
す
る
と
と
も
に
、
各
州
の
死
刑
を
巡
る
動
向
に
接
し
た
の
が
本
稿
を
執
筆
す
る
動
機
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
我
が
国
に
お
い
て
二
〇
〇

六
年
に
受
刑
者
処
遇
法
が
改
正
さ
れ
、
刑
事
収
容
施
設
・
被
収
容
者
等
処
遇
法
が
成
立
し
た
際
に
、
死
刑
確
定
者
の
処
遇
に
関
す
る
規
定
が

置
か
れ
て
、
改
善
が
図
ら
れ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。

注（
１
）　

最
判
平
成
一
八
年
一
月
一
七
日
判
タ
一
二
〇
五
号
一
二
九
頁
。
な
お
、
第
一
審
に
つ
い
て
、
浅
田
和
茂
「
完
全
責
任
能
力
が
認
め
ら
れ
た
事

例
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
平
成
九
年
度
重
要
判
例
解
説
一
五
三
頁
参
照
。

（
２
）　

中
安
信
夫
「
宮
崎
勤
精
神
鑑
定
書
別
冊　

中
安
信
夫
鑑
定
人
の
意
見
」（
二
〇
〇
一
年
）、
一
橋
文
哉
「
宮
崎
勤
事
件
」（
二
〇
〇
一
年
）、
瀧
野

隆
浩
「
宮
崎
勤
精
神
鑑
定
書
」（
二
〇
〇
〇
年
）、
佐
木
隆
三
「
宮
崎
勤
裁
判
（
上
）（
中
）（
下
）」（
一
九
九
五
年―

二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
参
照
。。

（
３
）　

最
判
平
成
一
八
年
六
月
二
〇
日
判
時
一
九
四
一
号
三
八
頁
、
判
タ
一
二
一
三
号
八
九
頁
。

（
４
）　

広
島
地
判
平
成
一
八
年
七
月
四
日
判
タ
一
二
二
〇
号
一
一
八
頁
。

（
５
）　

朝
日
新
聞
二
〇
〇
六
年
九
月
一
六
日
。

（
６
）　

朝
日
新
聞
二
〇
〇
六
年
九
月
二
六
日
。

（
７
）　

朝
日
新
聞
二
〇
〇
六
年
二
月
二
日
、
一
二
月
一
三
日
。

（
８
）　

朝
日
新
聞
二
〇
〇
六
年
一
二
月
二
六
日
。

（
９
）　

小
早
川
義
則
「
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
と
精
神
遅
滞
犯
罪
者
へ
の
死
刑
：
合
衆
国
最
高
裁
ア
ト
キ
ン
ズ
判
決
を
契
機
に
」
桃
山
法
学
三
号
（
二
〇

〇
四
年
）一
頁
以
下
、
岩
田
太
「
精
神
遅
滞
者
に
対
す
る
死
刑
の
合
憲
性
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
三
七
号（
二
〇
〇
三
年
）二
三
四
頁
以
下
参
照
。

（
10
）　

朝
日
新
聞
二
〇
〇
三
年
一
月
二
四
日
。

（395）
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（
11
）　

朝
日
新
聞
二
〇
〇
五
年
三
月
三
日
。
こ
の
判
決
（R

oper v. Sim
m

ons,543 U
.S. 551 (2005)

）
を
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
、
勝
田
卓
也
・
判

例
研
究
・
法
学
雑
誌
五
二
巻
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
八
八
頁
以
下
、
岩
田
太
・
判
例
研
究
・
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
〇
五
年
二
号
（
二
〇
〇
六
年
）
三

六
頁
以
下
、
門
田
成
人
「『
進
展
す
る
品
位
の
水
準
』
原
理
と
修
正
第
八
条
（
一
）」
神
戸
学
院
法
学
三
五
巻
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
五
一
頁
以
下
、

辻
本
衣
佐
「
少
年
に
対
す
る
死
刑―

世
界
と
わ
が
国
の
現
状
」
法
律
論
叢
七
七
巻
四
・
五
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
八
三
頁
以
下
参
照
。

（
12
）　

T
he N

ew
 York T

im
es, 2006.12.16; 

産
経
新
聞
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
七
日
。
判
決
文
は
、
死
刑
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手

で
き
る
（D

eath Penalty Inform
ation C

enter, http://w
w

w
.deathpenaltyinfo.org)

。 

（
13
）　

W
ashington Post, 2007.1.26.

（
14
）　

A
P, 2007.1.25 and 1.27.

（
15
）　

た
と
え
ば
、
江
村
智
禎
「
死
刑
執
行
停
止
に
関
す
る
大
阪
公
聴
会
」、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本　

死
刑
廃
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
東
京
「
欧
州
に
お
け
る
死
刑
廃
止
」
季
刊
刑
事
弁
護
四
九
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
一
六
頁
以
下
参
照
。

二
．
我
が
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
死
刑
の
実
態

（
一
）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

　

ア　

死
刑
執
行
の
現
状

　

二
〇
〇
六
年
の
デ
ー
タ
を
見
て
み
る
と
、
死
刑
の
執
行
数
は
、
こ
の
一
〇
年
で
最
低
の
五
三
件
で
あ
り
、
死
刑
を
存
置
し
て
い
る
三
八
州

の
う
ち
、
一
〇
州
は
ほ
と
ん
ど
の
執
行
を
停
止
し
、
イ
リ
ノ
イ
州
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
は
正
式
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

八
州
は
、
注
射
殺
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
間
は
死
刑
の
執
行
を
保
留
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
死
刑
を
執
行
し
て
い
る
の
は
二
〇
州
だ

け
で
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
六
年
に
死
刑
を
執
行
し
た
の
は
一
四
州
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、

一
件
が
八
州
、
四
〜
五
件
が
五
州
と
な
っ
て
お
り
、
最
後
の
テ
キ
サ
ス
州
の
年
間
執
行
数
二
四
件
が
突
出
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
四
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
死
刑
法
は
違
憲
と
さ
れ
た
し
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
に
死
刑
確
定
囚
は
存
在
し
な
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い
。
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
〇
年
間
で
初
め
て
、
死
刑
よ
り
も
「
仮
釈
放
な
し
の
無
期
刑
」
に
賛
成
す
る
人
が
多
く

な
っ
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
、
ア
メ
リ
カ
精
神
科
医
協
会
、
ア
メ
リ
カ
心
理
学
会
な
ど
は
、
重
篤
な
精
神
障
害
者
に
対
す
る
死
刑

の
廃
止
を
支
持
し
て
い
る
。

　

イ　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
死
刑
検
討
委
員
会

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
死
刑
検
討
委
員
会
は
、
二
〇
〇
七
年
一
月
二
日
に
報
告
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
結
論
は
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
①
死
刑
が
、
そ
の
意
図
を
正
当
に
果
た
し
て
い
る
と
す
る
の
に
十
分
な
証
拠
は
存
在
し
な
い
、
②
死
刑
の
費
用
は
仮
釈
放
の
な
い
無
期

刑
よ
り
も
大
き
い
が
、
正
確
に
は
測
定
で
き
な
い
、
③
死
刑
は
現
在
の
「
品
位
」（decency

）
と
い
う
基
準
に
合
致
し
な
い
（
挨
）、
④
死
刑
の
適

表１　 アメリカ合衆国における各州の死刑
執行

2005 2006

テキサス 19 24

オハイオ  4  5

ノースカロライナ  5  4

フロリダ  1  4

オクラホマ  4  4

バージニア  0  4

アラバマ  4  1

カリフォルニア  2  1

インディアナ  5  1

ミシシッピ  1  1

モンタナ  0  1

ネバダ  0  1

サウスカロライナ  3  1

テネシー  0  1

アーカンソー  1  0

コネチカット  1  0

デラウエア  1  0

ジョージア  3  0

メリーランド  1  0

ミズーリ  5  0

計 60 53

Death Penalty Information Center, The Death
Penalty in 2006: Year End Report, December
2006.
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用
に
お
い
て
、
不
公
平
な
人
種
偏
見
を
支
持
す
る
よ
う
な
情
報
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
、
⑤
死
刑
廃
止
に
よ
っ
て
、
死
刑
判
決
の
不
均
衡
の
危

険
は
消
滅
す
る
、
⑥
少
数
の
者
を
処
刑
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
は
、
誤
判
の
危
険
を
正
当
化
す
る
の
に
十
分
で
は
な
い
、
⑦
仮

釈
放
の
な
い
無
期
刑
が
設
け
ら
れ
て
い
れ
ば
、
国
民
の
安
全
に
と
っ
て
は
十
分
で
あ
り
、
殺
人
の
被
害
者
遺
族
を
含
む
、
社
会
的
か
つ
刑
罰

的
利
益
が
得
ら
れ
る
、
⑧
十
分
な
基
金
が
、
殺
人
被
害
者
の
遺
族
に
対
す
る
適
切
な
支
援
を
確
保
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、「
死
刑
を
科
す
目
的
は
達
成
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
死
刑
は
廃
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
仮
釈
放
の
な
い
無
期
刑
に
代
替
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
死
刑
廃
止
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
は
被
害
者
の
た
め
に
使
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」、
と
い
う
の
が
そ
の
骨
子
で

あ
る
（
姶
）。

　

ウ　

精
神
障
害
者
に
対
す
る
死
刑

　

前
述
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
二
年
に
連
邦
最
高
裁
は
、
精
神
遅
滞
者
に
対
す
る
死
刑
は
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
で
あ
る
」
と
し
、
二
〇
〇
三

年
に
は
、
イ
リ
ノ
イ
州
知
事
が
、
冤
罪
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
州
内
の
全
死
刑
囚
一
六
七
人
の
一
括
減
刑
を
発
表
し
た
（
逢
）。

そ
し
て
、
二
〇
〇
五
年
に
連
邦
最
高
裁
は
、
一
八
歳
未
満
の
者
に
対
す
る
死
刑
を
違
憲
と
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
死
刑
に
関
し
て
は
、
精
神
遅
滞
者
や
少
年
に
対
す
る
死
刑
と
誤
判
の
問
題
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
、
関
心

を
集
め
て
い
る
の
は
、
注
射
執
行
と
精
神
障
害
の
問
題
で
あ
る
。
注
射
に
よ
る
死
刑
の
執
行
は
、
受
刑
者
に
無
用
の
苦
痛
を
与
え
な
い
と
い

う
、
ギ
ロ
チ
ン
以
来
の
人
道
的
配
慮
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
態
に
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
後
者

は
、
精
神
遅
滞
者
や
少
年
に
対
す
る
考
慮
は
精
神
障
害
者
に
も
及
ぼ
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
、
自
ら
の

権
利
を
守
れ
な
い
弱
者
で
あ
る
精
神
障
害
者
に
対
し
て
は
、
責
任
能
力
や
訴
訟
能
力
の
判
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
刑
の
執
行
の
段
階
で
も
配
慮

を
与
え
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
考
え
が
存
在
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
我
が
国
よ
り
も
、
あ
ら
ゆ
る
場
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面
に
お
い
て
適
正
手
続
へ
の
関
心
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
葵
）。

（
二
）
日
本

　

ア　

死
刑
執
行
の
現
状

　

我
が
国
の
死
刑
は
、
刑
事
施
設
内
に
お
い
て
、
絞
首
し
て
執
行
さ
れ
る
。
ま
た
、
死
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
執
行
に
至
る
ま

で
刑
事
施
設
に
拘
置
さ
れ
る
（
刑
法
一
一
条
）。
死
刑
の
執
行
は
、
法
務
大
臣
の
命
令
に
よ
り
、
こ
の
命
令
は
、
判
決
確
定
の
日
か
ら
六
ヶ

月
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
刑
訴
法
四
七
五
条
）。
六
ヶ
月
以
内
と
さ
れ
た
の
は
、
憲
法
三
六
条
の
残
虐
な
刑
罰
禁
止
の
趣
旨
か

ら
、
不
当
に
長
く
死
の
恐
怖
に
さ
ら
す
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
（
茜
）、
死
刑
の
確
定
判
決
か
ら
執
行
ま
で
の
平
均
期
間
は

七
年
に
達
し
て
い
る
。
な
お
、
平
成
一
六
年
末
の
死
刑
確
定
者
の
数
は
六
六
人
で
あ
り
（
穐
）、
平
成
一
七
年
末
に
は
七
七
人
に
な
っ
た
が
（
悪
）、
前
述

の
よ
う
に
、
平
成
一
八
年
末
に
は
一
〇
〇
人
近
く
に
達
し
て
い
る
。
表
２
の
通
り
、
年
間
の
死
刑
言
渡
と
執
行
数
は
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
法
務
大
臣
が
死
刑
の
執
行
を
命
じ
た
と
き
は
、
五
日
以
内
に
そ
の
執
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
刑
訴
法
四
七
六
条
）。
死
刑
の
執

行
は
刑
事
施
設
内
の
刑
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
（
刑
事
収
容
施
設
・
被
収
容
者
等
処
遇
法
一
七
八
条
）、
全
国
七
箇
所

の
拘
置
所
に
刑
場
が
置
か
れ
て
い
る
。
死
刑
は
、
検
察
官
な
ど
の
立
ち
会
い
の
う
え
執
行
さ
れ
（
刑
訴
法
四
七
七
条
）、
足
下
の
床
板
を
落

下
さ
せ
る
地
下
絞
架
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
絞
首
の
後
、
死
相
を
検
し
、
五
分
を
経
過
し
な
け
れ
ば
絞
縄
を
解
い
て
は
な
ら
な
い
（
刑
事

収
容
施
設
・
被
収
容
者
等
処
遇
法
一
七
九
条
）。
日
曜
日
、
土
曜
日
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
休
日
、
一
月
二
日
、
三
日

お
よ
び
一
二
月
二
九
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で
の
日
に
は
、
死
刑
を
執
行
し
な
い
（
同
法
一
七
八
条
二
項
）。
心
神
喪
失
の
状
態
に
在
る

と
き
と
女
子
受
刑
者
が
妊
娠
し
て
い
る
と
き
は
執
行
が
停
止
さ
れ
る
（
刑
訴
法
四
七
九
条
）。
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表２　我が国における死刑の運用状況

年次
第 １ 審
死刑言渡
人 員 数

死 刑
執 行
人員数

年次
第 １ 審
死刑言渡
人 員 数

死 刑
執 行
人員数

年次
第 １ 審
死刑言渡
人 員 数

死 刑
執 行
人員数

昭和21 40 11 41 14 4 61 5 2

22 105 12 42 7 23 62 6 2

23 116 33 43 15 0 63 10 2

24 55 33 44 9 18 平成元 2 1

25 62 31 45 9 26 2 2 0

26 44 24 46 4 17 3 3 0

27 37 18 47 4 7 4 5 0

28 22 24 48 4 3 5 7 7

29 20 30 49 6 4 6 3 2

30 34 32 50 5 17 7 11 6

31 24 11 51 4 12 8 1 6

32 35 39 52 9 4 9 3 4

33 25 7 53 6 3 10 7 6

34 28 30 54 7 1 11 8 5

35 12 39 55 9 1 12 14 3

36 29 6 56 2 1 13 10 2

37 12 26 57 11 1 14 18 2

38 12 12 58 5 1 15 13 1

39 12 0 59 6 1 16 14 2

40 16 4 60 9 3 17 13 1
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イ　

判
例
の
立
場

　

昭
和
二
二
年
に
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
残
虐
な
刑
罰
を
禁
止
す
る
規
定
が
置
か
れ
た
の
で
、
死
刑
は
こ
れ
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
が
争

わ
れ
た
事
件
の
判
決
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
死
刑
の
存
置
は
憲
法
の
予
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
し
た
（
握
）。。
憲
法
は
「
公
共
の
福
祉
と
い

う
基
本
的
原
則
に
反
す
る
場
合
に
は
、
生
命
に
対
す
る
国
民
の
権
利
と
い
え
ど
も
立
法
上
制
限
乃
至
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
を
当
然
予
測
し
て
い

る
」
と
し
、
憲
法
三
一
条
は
、「
国
民
個
人
の
生
命
の
尊
貴
と
い
え
ど
も
、
法
律
の
定
め
る
適
理
の
手
続
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
奪
う
刑
罰
を

科
せ
ら
れ
る
こ
と
」
を
定
め
て
い
る
、
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
五
八
年
に
は
、
永
山
事
件
判
決
に
お
い
て
死
刑
の
適
用
基
準
を
示

し
た
。
そ
こ
で
は
、「
犯
行
の
罪
質
、
動
機
、
態
様
こ
と
に
殺
害
の
手
段
方
法
の
執
拗
性
・
残
虐
性
、
結
果
の
重
大
性
こ
と
に
殺
害
さ
れ
た

被
害
者
の
数
、
遺
族
の
被
害
感
情
、
社
会
的
影
響
、
犯
人
の
年
齢
、
前
科
、
犯
行
後
の
情
状
等
」
が
挙
げ
ら
れ
た
（
渥
）。

　

前
述
し
た
近
時
の
判
例
を
少
し
詳
し
く
紹
介
す
る
と
、
第
一
に
、
宮
崎
勤
に
対
す
る
判
決
は
、
永
山
事
件
判
決
の
基
準
に
従
っ
た
も
の
で

あ
り
、
判
示
に
特
に
目
新
し
い
も
の
は
な
い
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
彼
の
拘
禁
反
応
が
今
後
ど
う
な
る
か
に
注
目
し
た
い
。
第
二
に
、
光

市
母
子
殺
害
事
件
判
決
は
、
原
審
と
原
原
審
が
無
期
懲
役
を
選
択
し
た
の
に
対
し
て
、
と
く
に
犯
人
の
計
画
性
と
可
塑
性
を
取
り
上
げ
た
う

え
で
、
最
終
的
に
、「
い
ま
だ
被
告
人
に
つ
き
死
刑
を
選
択
し
な
い
事
由
と
し
て
十
分
な
理
由
に
当
た
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
件
は
被
害
者
遺
族
の
被
害
感
情
の
峻
厳
さ
が
広
く
報
道
さ
れ
た
事
案
で
も
あ
っ
た
（
旭
）。

　

第
三
の
広
島
女
児
殺
害
事
件
に
お
い
て
死
刑
が
科
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
殺
害
さ
れ
た
被
害
者
が
単
数
で
あ
る
こ
と
と
、
計
画
性
に
欠

け
、
前
科
が
な
い
こ
と
か
ら
、「
死
刑
を
も
っ
て
臨
む
に
は
、
な
お
疑
念
が
残
る
」
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
葦
）。
第
四
の
オ
ウ
ム
真
理
教
元
教

祖
に
関
す
る
最
高
裁
の
決
定
は
、
被
告
人
の
訴
訟
能
力
を
認
め
て
、
特
別
抗
告
を
棄
却
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
弁
護
士
の
依
頼
で
接
見
し
た

七
人
の
精
神
科
医
は
い
ず
れ
も
訴
訟
能
力
を
否
定
す
る
意
見
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
お
り
、
死
刑
の
執
行
に
あ
た
っ
て
も
問
題
の
残

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
（
芦
）。
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第
五
に
、
奈
良
女
児
殺
害
事
件
の
判
決
で
は
、
基
本
的
に
永
山
事
件
の
基
準
に
従
い
、
被
告
人
に
は
更
生
の
意
欲
も
な
く
、
人
格
の
矯
正

可
能
性
も
極
め
て
低
い
状
況
に
あ
る
、
と
し
て
死
刑
が
科
さ
れ
た
。
被
害
者
の
数
が
一
名
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
幼
少
の
女
児
が
性
的

被
害
を
受
け
た
こ
と
を
重
視
し
て
、「
被
害
者
の
数
だ
け
を
も
っ
て
死
刑
を
回
避
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
」
と
さ
れ

た
（
鯵
）。
最
後
の
浪
速
姉
妹
殺
人
事
件
で
は
、
広
汎
性
発
達
障
害
の
疑
い
の
あ
る
二
三
歳
の
被
告
人
に
対
し
て
、
精
神
鑑
定
の
「
人
格
障
害
・
責

任
能
力
あ
り
」
と
い
う
結
果
を
踏
ま
え
て
、「
被
告
に
は
強
い
殺
人
願
望
が
あ
り
、
犯
罪
傾
向
は
強
固
で
更
生
を
期
待
す
る
こ
と
は
非
常
に

難
し
い
」
と
し
て
、
死
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
（
梓
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
事
件
に
お
い
て
も
、
被
告
人
に
は
広
い
意
味
で
の
精
神
障
害
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
今
後
、
死
刑
の
執
行

の
場
面
に
お
い
て
、
問
題
が
生
じ
な
い
か
ど
う
か
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ウ　

日
本
弁
護
士
連
合
会
と
死
刑
廃
止
議
員
連
盟
の
提
案

　

日
弁
連
は
、
二
〇
〇
二
年
に
、「
一
定
期
間
の
死
刑
執
行
停
止
法
案
の
制
定
」
を
提
唱
し
、
①
死
刑
に
関
す
る
刑
事
司
法
制
度
の
改
善
、

②
死
刑
存
廃
論
議
に
つ
い
て
の
会
内
論
議
の
活
性
化
と
国
民
的
論
議
の
提
起
、
③
死
刑
に
関
す
る
情
報
開
示
の
実
現
、
④
死
刑
に
代
わ
る
最

高
刑
に
つ
い
て
の
提
言
、
⑤
犯
罪
被
害
者
・
遺
族
に
対
す
る
支
援
・
被
害
回
復
・
権
利
の
確
立
等
、
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
を
提

言
し
た
（
圧
）。

　

国
会
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
に
、
超
党
派
の
死
刑
廃
止
議
員
連
盟
が
「
重
無
期
刑
の
創
設
及
び
死
刑
制
度
調
査
会
の
設
置
等
に
関
す

る
法
律
案
」
を
作
成
し
た
が
、
国
会
に
は
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
法
案
は
、
仮
釈
放
の
認
め
ら
れ
な
い
長
期
の
自
由
刑
を
創
設
す
る
と

同
時
に
、
国
会
に
死
刑
制
度
調
査
会
を
設
置
し
て
、
そ
の
結
論
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
の
死
刑
執
行
停
止
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
（
斡
）。
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（
三
）
国
際
的
動
向

　

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
の
時
点
で
、
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
に
対
し
て
死
刑
を
廃
止
し
て
い

る
国
は
八
八
、
通
常
の
犯
罪
に
対
し
て
の
み
死
刑
を
廃
止
し
て
い
る
国
は
一
一
、
事
実
上
の
死
刑
廃
止
国
は
二
九
で
、
合
計
一
二
八
か
国
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
死
刑
を
存
置
し
て
い
る
国
の
数
は
六
九
と
な
っ
て
い
る
。
死
刑
の
執
行
方
法
と
し
て
は
、
斬
首
、
電
気
椅
子
、
絞

首
、
注
射
、
射
殺
、
石
打
ち
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

死
刑
廃
止
を
決
議
し
た
条
約
と
し
て
は
、
①
市
民
的
お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
の
第
二
選
択
議
定
書
、
②
死
刑
を
廃
絶
す

る
人
権
に
関
す
る
米
州
条
約
議
定
書
、
③
欧
州
人
権
条
約
第
六
議
定
書
、
④
欧
州
人
権
条
約
第
一
三
議
定
書
が
あ
る
（
扱
）。

　

二
〇
〇
一
年
欧
州
評
議
会
議
員
会
議
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
日
本
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
決
議
を
採
択
し

た
。
す
な
わ
ち
、
①
日
米
両
国
に
対
し
、
直
ち
に
死
刑
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
、
②
両
国
に
お
い
て
死
刑
廃
止
に
関
し
重
要

な
進
展
が
見
ら
れ
な
い
場
合
、
両
国
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
資
格
の
継
続
を
見
直
す
こ
と
、
で
あ
る
（
宛
）。

　

国
際
連
合
の
経
済
社
会
理
事
会
の
人
権
委
員
会
は
、
繰
り
返
し
、
精
神
な
い
し
知
的
障
害
を
有
す
る
者
（a person suffering from

 any 

m
ental or intellectual disabilities

）
に
対
す
る
死
刑
の
適
用
と
執
行
と
を
認
め
な
い
と
い
う
立
場
を
表
明
し
て
い
る
（
姐
）。

　

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
二
〇
〇
七
年
一
月
に
、
我
が
国
の
法
務
大
臣
に
あ
て
て
公
開
書
簡
を
送
り
、
二
〇
〇
六
年

末
の
四
人
に
対
す
る
死
刑
執
行
に
改
め
て
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
日
本
が
死
刑
を
廃
止
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
、
死
刑

廃
止
の
提
案
に
加
え
て
、
死
刑
判
決
の
減
刑
と
執
行
停
止
、
情
報
の
開
示
、
一
般
社
会
と
国
会
で
の
議
論
の
開
始
、
死
刑
確
定
者
の
処
遇
の

改
善
、
と
く
に
接
見
交
通
の
拡
大
と
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
保
障
を
挙
げ
て
い
る
。
本
稿
と
の
関
連
で
は
、
最
後
の
「（
精
神
）
医
療

施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
保
障
」
が
重
要
で
あ
ろ
う
（
虻
）。
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注（
16
）　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
判
例
で
は
、“evolving standards of decency that m

ark the progress of a m
aturing society ”

「
成
熟
し
た
社
会
の
進

歩
を
示
し
な
が
ら
発
展
す
る
『
品
位
』
と
い
う
基
準
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
小
早
川
・
前
掲
論
文
、
安
部
圭
介
他
「
座

談
会　

合
衆
国
最
高
裁
判
所
二
〇
〇
四―

二
〇
〇
五
年
開
廷
期
重
要
判
例
概
観
」
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
〇
五
年
二
号
二
四
二
頁
以
下
参
照
。

（
17
）　

D
eath Penalty Inform

ation C
enter, http://w

w
w

.deathpenaltyinfo.org; A
P, 2007.1.3.; T

he N
ew

 York T
im

es, 2007.1.2. 

報
告
書
（N

ew
 

Jersey D
eath Penalty Study C

om
m

ission R
eport, January 2007

）
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
る
。
な
お
、
仮

釈
放
な
し
の
無
期
刑
に
関
し
て
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
に
お
い
て
仮
釈
放
な
し
の
無
期
刑
を
科
さ
れ
た
受
刑
者
が
、「
一
生
刑
務
所
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
る

人
生
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
」
と
し
て
、
死
刑
判
決
を
得
る
た
め
に
刑
務
所
内
で
殺
人
を
犯
し
た
例
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
朝
日
新
聞
二
〇
〇
四
年
五

月
二
七
日
）。

（
18
）　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
死
刑
に
関
す
る
文
献
に
は
夥
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
他
の
註
で
掲
げ
た
も
の
以
外
で
は
、
宮
本
倫
好
「
死
刑
の
大
国　

ア

メ
リ
カ
」（
一
九
九
八
年
）、
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｌ
・
ホ
フ
マ
ン
（
井
上
正
仁
〈
訳
〉）「
ア
メ
リ
カ
の
死
刑
制
度
」
刑
法
雑
誌
三
八
巻
二
号
（
一
九
九
九

年
）
一
五
八
頁
以
下
、
橋
爪
信
「
ア
メ
リ
カ
の
死
刑
制
度
を
巡
る
状
況
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
四
八
号
（
二
〇
〇
四
年
）
八
六
頁
以
下
、
柳
重
雄

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
死
刑
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
運
動
の
前
進
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
九
七
号
（
二
〇
〇
四
年
）
七
六
頁
以
下
、
福
田
雅
明
「
ア
メ
リ
カ
の

死
刑
執
行
停
止
に
関
す
る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
運
動
の
意
味
（
上
）（
下
）」
山
梨
学
院
大
学
法
学
論
集
五
一
、
五
四
号
（
二
〇
〇
四―

二
〇
〇
五
年
）、

田
中
輝
和
「
イ
リ
ノ
イ
州
え
ん
罪
の
原
因
と
対
策
」
阿
部
古
稀
記
念
論
集
「
刑
事
法
学
の
現
代
的
課
題
」（
二
〇
〇
四
年
）
六
三
頁
以
下
、
ス
コ
ッ

ト
・
ト
ゥ
ロ
ー
「
極
刑
」（
指
宿
信
＝
岩
川
直
子
〈
訳
〉」（
二
〇
〇
五
年
）、
藤
本
哲
也
「
最
近
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
死
刑
の
現
状
」
白
門

五
七
巻
四
号
（
二
〇
〇
五
年
）
三
〇
頁
以
下
、
同
「
最
近
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
死
刑
事
情
」
戸
籍
時
報
五
八
一
号
（
二
〇
〇
五
年
）
四
一

頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
19
）　

T
he C

olum
bus D

ispatch, 2006.12.15.; A
m

nesty International U
SA

, T
he E

xecution of M
entally Ill O

ffenders, 2006. 

な
お
、
死
刑

は
、
子
ど
も
、
妄
想
を
有
す
る
者
、
パ
ラ
ノ
イ
ド
（
偏
執
病
）、
脳
障
害
、
科
学
物
質
不
均
衡
、
児
童
虐
待
の
被
害
者
、
戦
争
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
、
薬
物

依
存
、
な
ど
の
弱
者
・
問
題
児
に
科
さ
れ
て
い
る
、
と
す
る
の
は
、S. B

. B
right, W

hy the U
nited States W

ill Join the R
est of the W

orld in 

A
bandoning C

apital P
unishm

ent, in H
.A

.B
edau and P.G

.C
assell ed., D

ebating the D
eath Penalty, 2004, pp. 175–176. See, J. D

. B
essler, 

D
eath in the D

ark, 1997, p. 160.
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（
20
）　

大
谷
實
「
刑
法
講
義
総
論
﹇
追
補
版
﹈」（
二
〇
〇
四
年
）
五
五
六
頁
。

（
21
）　

平
成
一
七
年
版
犯
罪
白
書
一
一
二
頁
。

（
22
）　

平
成
一
八
年
版
犯
罪
白
書
七
〇
頁
。

（
23
）　

最
判
昭
和
二
三
年
三
月
一
二
日
刑
集
二
巻
三
号
一
九
一
頁
。

（
24
）　

最
判
昭
和
五
八
年
七
月
八
日
刑
集
三
七
巻
六
号
六
〇
九
頁
。
拙
稿
「
死
刑
の
適
用
基
準
（
永
山
事
件
）」
大
谷
實
編
「
判
例
講
義
刑
法
Ⅰ
総
論

（
二
〇
〇
一
年
）
一
六
四
頁
参
照
。

（
25
）　

最
判
平
成
一
八
年
六
月
二
〇
日
判
時
一
九
四
一
号
三
八
頁
、
判
タ
一
二
一
三
号
八
九
頁
、「
年
報
・
死
刑
廃
止
二
〇
〇
六　

光
市
裁
判　

な
ぜ
テ

レ
ビ
は
死
刑
を
求
め
る
の
か
」（
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
26
）　

広
島
地
判
平
成
一
八
年
七
月
四
日
判
タ
一
二
二
〇
号
一
一
八
頁
。

（
27
）　

朝
日
新
聞
二
〇
〇
六
年
二
月
二
日
、
九
月
一
六
日
。

（
28
）　

朝
日
新
聞
二
〇
〇
六
年
九
月
二
六
日
。

（
29
）　

朝
日
新
聞
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
三
日
。

（
30
）　

日
本
弁
護
士
連
合
会
編
「
死
刑
執
行
停
止
を
求
め
る
」（
二
〇
〇
五
年
）
八
八
頁
。

（
31
）　

季
刊
刑
事
弁
護
三
七
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
二
頁
以
下
、
亀
井
静
香
「
死
刑
廃
止
論
」（
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
32
）　

http://w
w

w
.am

nesty.or.jp.

（
33
）　

山
田
利
行
「
死
刑
制
度
の
存
廃
に
関
す
る
国
際
的
な
動
向
と
日
本
」
罪
と
罰
四
〇
巻
一
号
（
二
〇
〇
二
年
）
四
六
頁
、
石
塚
伸
一
「
死
刑
を
め

ぐ
る
新
た
な
動
き
」
法
律
時
報
七
六
巻
一
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
頁
参
照
。

（
34
）　

C
om

m
ission on H

um
an R

ights, R
eport on the sixty-first session, 2005.

（
35
）　

http://w
w

w
.am

nesty.or.jp. 

国
際
的
動
向
や
国
会
の
質
疑
等
は
前
掲
「
年
報
・
死
刑
廃
止
」（
註
25
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
末
の

フ
セ
イ
ン
元
イ
ラ
ク
大
統
領
の
死
刑
執
行
も
波
紋
を
広
げ
た
（
朝
日
新
聞
二
〇
〇
七
年
二
月
二
四
日
）。
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三
．
精
神
障
害
者
の
死
刑

（
一
）
知
的
障
害
と
犯
罪

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
連
邦
最
高
裁
が
、
精
神
遅
滞
（
知
的
障
害
）
者
に
対
す
る
死
刑
を
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
に

当
た
る
と
し
て
、
違
憲
の
判
断
を
示
し
た
。
こ
の
判
決
は
、
Ｉ
Ｑ
が
五
九
（
＝
軽
度
の
精
神
遅
滞
）
で
あ
り
、
知
的
年
齢
九―

一
二
歳
で

あ
っ
た
被
告
人
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
根
拠
か
ら
死
刑
を
科
す
の
は
許
さ
れ
な
い
、
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
応
報
の
前
提
で
あ
る
非

難
度
が
低
く
、
犯
罪
を
抑
止
す
る
目
的
が
果
た
せ
な
い
、
②
被
告
人
に
は
知
的
な
限
界
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
弁
護
人
と
の
意
思
疎
通
、
公

判
で
の
証
言
な
ど
死
刑
の
適
正
運
用
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
手
続
的
保
障
を
十
分
活
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
連
邦
最

高
裁
は
、
一
九
八
六
年
に
心
神
喪
失
者
に
対
す
る
死
刑
を
「
残
虐
か
つ
異
常
な
刑
罰
」
と
し
た
。
意
味
を
理
解
で
き
な
い
者
に
対
す
る
死
刑

に
応
報
の
意
味
は
な
い
し
、
ま
た
、
人
間
性
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
精
神
遅
滞
者
に
つ
い
て
、
連
邦
最
高
裁
は
、
一
九
八
九
年

に
、
違
憲
で
は
な
い
と
い
う
判
断
を
下
し
て
い
た
。
そ
の
当
時
は
、
精
神
遅
滞
者
に
対
す
る
死
刑
を
禁
じ
て
い
た
の
は
一
州
だ
け
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
す
る
国
民
的
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
し
、
精
神
遅
滞
は
責
任
を
軽
減
す
る
事
由
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て

精
神
遅
滞
者
に
対
す
る
死
刑
が
す
べ
て
禁
じ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
精
神
遅
滞
者
に
対
す
る
死

刑
を
禁
止
す
る
州
は
増
加
し
、
連
邦
最
高
裁
も
見
解
の
変
更
を
迫
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
（
飴
）。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
七
年
の
一
月
に
大
阪
府
に
お
い
て
、
知
的
障
害
を
有
す
る
男
性
が
三
歳
の
男
児
を
歩
道
橋
の
上
か
ら
投
げ

落
と
す
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
（
絢
）。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
知
的
障
害
と
犯
罪
の
関
連
を
見
て
み
よ
う
。

（
二
）
知
的
障
害

　

知
的
障
害
は
、
精
神
保
健
福
祉
法
に
お
い
て
も
精
神
障
害
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
同
法
五
条
は
、「
こ
の
法
律
で
『
精
神
障
害
者
』
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と
は
、
精
神
分
裂
病
、
精
神
作
用
物
質
に
よ
る
急
性
中
毒
又
は
そ
の
依
存
症
、
知
的
障
害
、
精
神
病
質
そ
の
他
の
精
神
疾
患
を
有
す
る
者
を

い
う
」
と
定
め
て
い
る
。
法
令
用
語
と
し
て
は
、
従
来
、「
精
神
薄
弱
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
関
係
者
か
ら
適
切
で
な
い

と
い
う
批
判
が
あ
り
、
一
九
九
九
年
か
ら
知
的
障
害
へ
と
変
更
さ
れ
た
（
綾
）。
精
神
医
学
で
は
、
精
神
遅
滞
（M

ental R
etardation

）
と
い
う

用
語
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
意
義
は
、「
精
神
の
発
達
停
止
あ
る
い
は
発
達
不
全
の
状
態
で
あ
り
」、
そ
の
特
徴
は
、「
発
達
期
に
明
ら
か
に
な

る
全
体
的
な
知
能
水
準
に
寄
与
す
る
能
力
、
た
と
え
ば
認
知
、
言
語
、
運
動
お
よ
び
社
会
的
能
力
の
障
害
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
鮎
）。
二
〇

世
紀
初
頭
は
、
知
的
障
害
と
犯
罪
と
の
関
連
が
承
認
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、
知
的
障
害
は
、
精
神
医
療
の
診
断
基
準
で
あ
る
Ｄ
Ｓ
Ｍ

Ⅲ
に
よ
れ
ば
、
人
格
障
害
と
同
様
に
、
刑
を
減
軽
さ
れ
な
い
精
神
障
害
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
或
）。

　

知
的
障
害
者
の
責
任
能
力
に
関
し
て
は
、
心
神
喪
失
や
心
神
耗
弱
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
完
全
責
任
能
力
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、

「
個
別
的
・
具
体
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
粟
）。
た
だ
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
責
任
能
力
や
訴
訟
能
力
で
は
な

く
、
受
刑
能
力
で
あ
る
。
受
刑
能
力
と
は
、「
刑
の
執
行
を
受
け
る
の
に
適
応
す
る
能
力
（
袷
）」
の
こ
と
を
い
う
。
刑
事
訴
訟
法
四
七
九
条
が
、

「
死
刑
の
言
渡
を
受
け
た
者
が
心
神
喪
失
の
状
態
に
在
る
と
き
は
、
法
務
大
臣
の
命
令
に
よ
っ
て
執
行
を
停
止
す
る
」
と
し
て
い
る
の
が
こ

れ
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
精
神
障
害
者
に
対
す
る
死
刑
は
回
避
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
精
神
遅
滞
者
の
場
合
は
、

責
任
能
力
と
訴
訟
能
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
刑
能
力
だ
け
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
事
例
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
精
神
遅
滞
は
発
達
障
害
に
近
い
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
発
症
は
一
八
歳
以
前
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
安
）。
し
た
が
っ

て
、
我
が
国
で
は
、
知
的
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
、
責
任
能
力
と
訴
訟
能
力
の
判
定
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
自
由
刑
を
科
さ
れ
た

場
合
の
処
遇
の
改
善
が
当
面
の
課
題
で
あ
ろ
う
（
庵
）。

　

そ
こ
で
、
問
題
は
、
責
任
能
力
と
訴
訟
能
力
に
は
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
に
、
死
刑
が
確
定
し
た
後
の
拘
禁
中
に
精
神
障
害
に
罹

患
し
、
心
神
喪
失
・
耗
弱
な
ど
に
な
っ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
刑
事
訴
訟
法
で
は
心
神
喪
失
の
場
合
だ
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け
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
運
用
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
以
下
に
お
い
て
検
討
し
た
い
。

（
三
）
死
刑
の
執
行
停
止

　

前
述
の
よ
う
に
、
刑
事
訴
訟
法
四
七
九
条
は
、「
死
刑
の
言
渡
を
受
け
た
者
が
心
神
喪
失
の
状
態
に
在
る
と
き
は
、
法
務
大
臣
の
命
令
に

よ
っ
て
執
行
を
停
止
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に
従
っ
て
、
執
行
事
務
規
程
二
七
条
は
、
死
刑
執
行
停
止
の
事
由
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、「
直
ち
に
法
務
大
臣
に
報
告
し
て
そ
の
指
揮
を
受
け
る
」
と
定
め
て
い
る
。
心
神
喪
失
な
ど
の
と
き
に
死
刑
を
執
行
し
な
い
の
は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
は
、
国
連
事
務
総
長
の
「
死
刑
に
関
す
る
報
告
書
」
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、「
例
え
ば
日
本
の
よ
う
に
、
仮
に
死
刑
の
判
決
を
受
け
た
者
が
精
神
異
常
に
陥
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
間
死
刑
の
執
行
が
行
わ
れ
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
（
按
）」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

心
神
喪
失
の
意
義
に
つ
い
て
は
、「
自
己
の
違
法
行
為
を
非
難
す
る
裁
判
に
基
づ
い
て
自
己
の
生
命
の
絶
た
れ
る
こ
と
の
認
識
の
能
力
」

が
欠
け
る
こ（
暗
）
と
と
か
、「
死
刑
の
刑
罰
と
し
て
の
意
味
を
理
解
し
う
る
能
力
が
な
い
こ
と
を
い
う
（
案
）」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

死
刑
の
執
行
停
止
の
理
由
に
関
し
て
は
、「
心
神
喪
失
の
状
態
に
あ
る
者
に
対
す
る
死
刑
の
執
行
は
刑
の
執
行
と
し
て
の
意
味
を
有
し
な

い
ば
か
り
で
な
く
、
死
刑
執
行
の
目
的
で
あ
る
正
義
を
全
う
す
る
理
念
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
（
闇
）」
と
す
る
の
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
他

で
も
、「
自
己
の
生
命
が
裁
判
に
よ
り
失
わ
れ
る
と
い
う
自
覚
を
欠
く
者
に
対
し
て
は
、
刑
の
執
行
と
し
て
意
味
を
有
し
な
い
か
ら
で
あ

る
（
鞍
）」
と
か
、「
道
義
的
に
受
刑
能
力
が
無
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
す
る
死
刑
の
執
行
が
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
死
刑

制
度
の
目
的
と
す
る
正
義
を
全
う
す
る
趣
旨
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
（
杏
）」

と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
異
論
は
見
ら
れ
な

い
。

　

そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
少
年
と
精
神
遅
滞
者
に
続
い
て
、
重
篤
な
精
神
障
害
者
に
対
す
る
死
刑
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
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な
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
一
九
八
六
年
の
連
邦
最
高
裁
の
判
例
で
は
、
心
神
喪
失
者
に
対
す
る
死
刑
は
違
憲
と
さ
れ
た
が
、
受
刑
能
力
を
決

定
す
る
た
め
の
精
神
障
害
の
定
義
は
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
〇
七
年
一
月
に
連
邦
最
高
裁
は
、
重
篤
な
精
神
障
害
に
罹

患
し
て
い
る
死
刑
囚
の
死
刑
の
妥
当
性
に
つ
い
て
の
検
討
を
開
始
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
控
訴
裁
判
所
は
、
受
刑
者
に
認
識
能
力
が
あ
る
と

し
て
受
刑
能
力
を
認
め
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
受
刑
者
に
幻
覚
妄
想
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
刑
罰
の
内
容
と
刑
罰
の
科
さ
れ
る
理
由

と
を
理
解
し
て
い
な
い
の
で
、
死
刑
を
執
行
す
る
の
は
不
当
で
は
な
い
か
が
争
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
以
）。

　

我
が
国
の
死
刑
の
執
行
停
止
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
判
断
す
る
の
が
、
検
察
官
お
よ
び
そ
の
指
揮
の
も
と
に
あ
る
行
刑
当
局
者
だ
け
で
あ

る
の
で
、
手
続
の
適
正
さ
を
担
保
す
る
制
度
的
な
保
障
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
対
す
る
批
判
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
手
続
を
刑
事
訴

訟
法
で
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
伊
）。

　

さ
ら
に
、
我
が
国
の
場
合
は
、
刑
の
執
行
停
止
の
対
象
に
な
る
の
が
心
神
喪
失
者
の
み
で
あ
り
、
心
神
耗
弱
者
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
の

か
、
ま
た
、
人
格
障
害
や
知
的
障
害
の
者
は
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
責
任
能
力
や
訴
訟
能
力
と
の
違
い
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
犯
罪
者
処
遇

の
問
題
と
し
て
検
討
に
値
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

二
〇
〇
五
年
に
成
立
し
た
刑
事
収
容
施
設
・
被
収
容
者
等
処
遇
法
に
お
い
て
は
、
刑
事
施
設
視
察
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
ま

た
、
受
刑
者
の
不
服
申
立
制
度
も
改
善
さ
れ
た
。
し
か
し
、
受
刑
者
が
精
神
障
害
を
有
す
る
場
合
に
、
心
神
喪
失
に
よ
る
死
刑
執
行
停
止
を

申
し
立
て
る
の
に
は
困
難
が
伴
う
で
あ
ろ
う
。
精
神
保
健
福
祉
法
が
定
め
る
精
神
医
療
審
査
会
の
よ
う
な
役
割
を
刑
事
施
設
視
察
委
員
会
が

果
た
せ
る
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
。
精
神
医
療
審
査
会
の
場
合
は
、
精
神
病
院
の
入
院
患
者
は
自
由
に
外
部
へ
電
話
を
か
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
い
つ
で
も
、
都
道
府
県
や
政
令
都
市
の
所
管
す
る
精
神
医
療
審
査
会
に
退
院
請
求
が
で
き
る
。
こ
れ
が
受
理
さ
れ
る
と
、
医
療
委

員
と
法
律
家
な
ど
の
学
識
委
員
が
病
院
に
出
向
い
て
担
当
医
と
患
者
本
人
か
ら
意
見
聴
取
を
行
い
、
そ
の
後
の
審
査
会
で
審
議
し
て
、
結
論

を
出
す
と
い
う
手
続
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
強
制
入
院
が
不
当
で
あ
る
と
い
う
訴
え
と
刑
の
執
行
停
止
と
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
で
、
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こ
れ
と
類
似
の
こ
と
を
要
求
す
る
の
は
到
底
無
理
で
あ
る
と
思
う
が
、
死
刑
確
定
者
が
精
神
障
害
に
罹
患
し
た
場
合
の
人
権
保
障
が
図
ら
れ

る
よ
う
な
運
用
を
期
待
し
た
い
（
位
）。

注（
36
）　

小
早
川
・
前
掲
論
文
、
岩
田
・
前
掲
論
文
（
註
九
）
参
照
。
ま
た
、
横
藤
田
誠
「
心
神
喪
失
者
び
死
刑
執
行
を
め
ぐ
る
法
的
議
論―

ア
メ
リ

カ
の
憲
法
判
例
を
中
心
に―

」
精
神
神
経
学
雑
誌
一
〇
七
巻
七
号
六
八
一
頁
以
下
参
照
。

（
37
）　

朝
日
新
聞
二
〇
〇
七
年
一
月
一
八
日
。

（
38
）　

精
神
保
健
福
祉
研
究
会
監
修
「
改
訂
第
二
版　

精
神
保
健
福
祉
法
詳
解
」（
二
〇
〇
二
年
）
五
九
頁
。

（
39
）　

融
道
男
・
中
根
允
文
・
小
見
山
実
監
訳
「
Ｉ
Ｃ
Ｄ―

10
精
神
お
よ
び
行
動
の
障
害―

臨
床
記
述
と
診
断
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン―

」（
一
九
九
三

年
）
二
三
三
頁
。
Ｉ
Ｑ
が
七
〇
以
下
で
、
軽
度
、
中
度
、
重
度
、
最
重
度
に
分
類
さ
れ
る
。
高
野
三
郎
・
大
野
裕
・
染
谷
俊
幸
訳
「
Ｄ
Ｓ
Ｍ-

Ⅳ-

Ｔ
Ｒ
精
神
疾
患
の
分
類
と
診
断
の
手
引
き
」（
新
訂
版
・
二
〇
〇
三
年
）
五
〇
頁
。

（
40
）　

L
. French, M

ental retardation and the death penalty in the U
SA

: the clinical and legal legacy, C
rim

inal B
ehaviour and M

ental 

H
ealth, vol. 15, N

o. 2, 2005, pp. 82–86.

（
41
）　

前
田
雅
英
編
「
条
解
刑
法
」（
二
〇
〇
二
年
）
一
四
二
頁
。
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
川
端
博
＝
西
田
典
之
＝
原
田
國
男
＝
三
浦
守
編
「
裁
判
例
コ

ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法　

第
一
巻
」（
二
〇
〇
六
年
）
三
七
六
頁
以
下
（
大
島
隆
明
執
筆
）
参
照
。
症
例
に
つ
い
て
は
、
福
島
章
「
精
神
鑑
定
」（
一
九

八
五
年
）
二
三
〇
頁
以
下
参
照
。
ま
た
、
刑
事
施
設
内
の
問
題
に
つ
い
て
、
山
本
譲
司
「
累
犯
障
害
者
」（
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
42
）　

内
藤
謙
「
刑
法
講
義
総
論
（
下
）
Ⅰ
」（
一
九
九
一
年
）
七
九
〇
頁
、
北
潟
谷
仁
「
責
任
能
力
・
訴
訟
能
力
・
受
刑
能
力
」
季
刊
刑
事
弁
護
四
九

号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
三
七
頁
以
下
参
照
。

（
43
）　

前
掲
Ｄ
Ｓ
Ｍ-

Ⅳ-

Ｔ
Ｒ
五
〇
頁
。

（
44
）　

山
本
譲
司
・
前
掲
書
（
註
41
）、
佐
藤
幹
夫
「
自
閉
症
裁
判
」（
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
45
）　

法
務
省
刑
事
局
「
世
界
各
国
に
お
け
る
死
刑
」（
刑
事
基
本
法
令
改
正
資
料
三
六
号
）（
二
〇
〇
一
年
）
三
九
頁
（
本
書
は
二
〇
〇
〇
年
の
死
刑

に
関
す
る
国
際
連
合
事
務
総
長
の
報
告
書
の
翻
訳
で
あ
る
）。
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（
46
）　

青
柳
幸
一
「
刑
事
訴
訟
法
通
論
下
巻
﹇
五
訂
版
﹈」（
一
九
七
六
年
）
六
五
六
頁
。

（
47
）　

平
野
龍
一
「
刑
事
訴
訟
法
」（
一
九
五
八
年
）
三
五
一
頁
。

（
48
）　

藤
永
幸
治
他
編
「
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
事
訴
訟
法
七
巻
」（
二
〇
〇
〇
年
）
三
三
四
頁
（
玉
岡
尚
志
執
筆
）。

（
49
）　

松
尾
浩
也
監
修
「
条
解
刑
事
訴
訟
法
﹇
第
三
版
﹈」（
二
〇
〇
三
年
）
九
九
五
頁
。
な
お
、
同
旨
の
も
の
と
し
て
、
平
場
安
治
他
「
注
解
刑
事
訴

訟
法
下
巻
﹇
全
訂
新
版
﹈」（
一
九
八
三
年
）
四
四
九
頁
（
鈴
木
茂
嗣
執
筆
）、
渥
美
東
洋
「
全
訂　

刑
事
訴
訟
法
」（
二
〇
〇
六
年
）
五
七
七
頁
、
田

宮
裕
「
刑
事
訴
訟
法
〔
新
版
〕」（
一
九
九
六
年
）
五
一
七
頁
、
平
野
・
前
掲
書
（
註
46
）
三
五
一
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
51
）　

T
he N

ew
 York T

im
es, 2007.1.6. See, Panetti v. Q

uarterm
an N

o. 06-6407.

（
52
）　

小
田
中
聰
樹
他
「
刑
事
弁
護
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
１　

刑
事
訴
訟
法
」（
一
九
九
八
年
）
四
三
七
頁
（
福
島
至
執
筆
）。

（
53
）　

土
井
政
和
「
受
刑
者
処
遇
法
に
み
る
行
刑
改
革
の
到
達
点
と
課
題
」
自
由
と
正
義
五
六
巻
九
号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
二
頁
以
下
参
照
。

四
．
死
刑
確
定
者
の
処
遇

（
一
）
刑
事
施
設
内
の
精
神
医
療

　

我
が
国
の
刑
事
施
設
の
中
に
、
精
神
障
害
に
罹
患
し
て
い
る
者
が
多
い
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇

五
年
）
に
お
け
る
新
受
刑
者
に
占
め
る
精
神
障
害
者
数
を
見
て
み
る
と
、
新
受
刑
者
三
二
、
七
八
九
人
の
う
ち
精
神
障
害
者
は
二
、
一
五
一

人
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
知
的
障
害
二
八
七
人
、
精
神
病
質
（
人
格
障
害
）
一
二
五
人
、
神
経
症
四
三
五
人
、
そ
の
他
一
、
三
〇
四
人
と

な
っ
て
い
る
（
位
）。
こ
の
こ
と
は
、
外
国
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
二
〇
〇
六
年
九
月
に
大
規
模
な
調

査
の
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
刑
事
施
設
の
収
容
者
の
半
数
以
上
が
精
神
障
害
を
有
し
て
お
り
、
州
の
刑
務
所
で
は
三
人
に

一
人
、
連
邦
刑
務
所
で
は
四
人
に
一
人
、
ジ
ェ
イ
ル
で
は
六
人
に
一
人
が
、
収
容
さ
れ
て
か
ら
精
神
科
の
治
療
を
受
け
て
い
た
（
依
）。
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（
二
）
死
刑
確
定
者
に
対
す
る
精
神
医
療

　

二
〇
〇
六
年
に
制
定
さ
れ
た
刑
事
収
容
施
設
・
被
収
容
者
等
処
遇
法
は
、
五
六
条
に
お
い
て
刑
事
施
設
内
の
保
健
衛
生
お
よ
び
医
療
の
原

則
を
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
刑
事
施
設
に
お
い
て
は
、
被
収
容
者
の
心
身
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
、
被
収
容
者
の
健
康
及

び
刑
事
施
設
内
の
衛
生
を
保
持
す
る
た
め
、
社
会
一
般
の
保
健
衛
生
及
び
医
療
の
水
準
に
照
ら
し
適
切
な
保
健
衛
生
上
及
び
医
療
上
の
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」
と
し
、
診
療
に
あ
た
っ
て
も
、「
必
要
に
応
じ
被
収
容
者
を
刑
事
施
設
の
外
の
病
院
又
は
診
療
所
に
通
院
さ
せ
、

や
む
を
得
な
い
と
き
は
被
収
容
者
を
刑
事
施
設
の
外
の
病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」（
六
二
条
）
と
規
定
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
旧
監
獄
法
四
三
条
の
「
病
院
移
送
」（「
精
神
病
、
伝
染
病
其
他
ノ
疾
病
ニ
罹
リ
監
獄
ニ
在
テ
適
当
ノ
治
療
ヲ
施
ス
コ
ト
能
ハ

ス
ト
認
ム
ル
病
者
ハ
情
状
ニ
因
リ
仮
ニ
之
ヲ
病
院
ニ
移
送
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」）
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
医
療
刑
務
所
も

設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
の
監
獄
内
で
の
治
療
が
困
難
と
さ
れ
て
い
た
精
神
病
と
伝
染
病
の
例
示
は
姿
を
消
し
て
い
る
。
し
か
し
、
死

刑
確
定
者
が
収
容
さ
れ
て
い
る
の
は
拘
置
所
で
あ
り
、
そ
の
医
療
体
制
は
十
分
な
も
の
で
は
な
い
（
偉
）。

　

死
刑
確
定
者
の
中
に
、
重
篤
な
精
神
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
者
が
存
在
す
る
の
は
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
一

年
に
死
刑
が
確
定
し
た
山
本
宏
子
の
場
合
は
、
三
年
後
に
発
病
し
、
刑
の
執
行
は
停
止
さ
れ
た
が
、
積
極
的
な
治
療
は
施
さ
れ
ず
、
一
九
六

九
年
に
個
別
恩
赦
で
無
期
懲
役
に
減
刑
さ
れ
、
八
王
子
医
療
刑
務
所
に
移
送
さ
れ
た
後
に
、
結
核
の
た
め
に
刑
の
執
行
停
止
と
な
り
、
一
九

七
八
年
に
奈
良
の
国
立
療
養
所
で
死
亡
し
て
い
る
（
囲
）。
ま
た
、
一
九
八
四
年
に
死
刑
が
確
定
し
た
川
中
鉄
夫
は
、
一
審
に
お
い
て
精
神
遅
滞
と

さ
れ
た
が
、
死
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
裁
判
中
か
ら
幻
覚
妄
想
状
態
が
見
ら
れ
た
が
、
心
神
喪
失
で
は
な
い
と
し
て
、
一
九
九
三
年
に
死
刑

が
執
行
さ
れ
た
（
夷
）。

　

一
九
七
四
年
の
ピ
ア
ノ
殺
人
事
件
の
犯
人
で
あ
る
大
浜
松
三
の
死
刑
は
、
本
人
の
控
訴
取
り
下
げ
に
よ
り
一
九
七
七
年
に
確
定
し
た
。
被

告
人
に
は
パ
ラ
ノ
イ
ア
の
疑
い
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
取
り
下
げ
の
有
効
性
が
争
わ
れ
た
が
、
東
京
地
裁
は
有
効
で
あ
る
と
の
決
定
を
下
し
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た
。
そ
こ
で
、
弁
護
士
か
ら
、
そ
の
決
定
に
対
す
る
異
議
申
立
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
も
棄
却
さ
れ
た
。
控
訴
取
り
下
げ
に
関
し
て
は
、
殺

人
行
為
に
つ
い
て
責
任
能
力
が
否
定
さ
れ
る
疑
い
を
認
め
な
が
ら
も
、「
自
己
の
防
禦
上
の
能
力
を
理
解
し
、
こ
れ
に
従
っ
て
行
動
す
る
能

力
を
備
え
て
い
る
状
態
で
、
眞
意
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
、「
訴
訟
能
力
に
欠
け
る
こ
と
の
な
い
状
態
」
で
あ
る
と
し
た
。
異
議

申
立
に
つ
い
て
も
、
控
訴
取
り
下
げ
の
申
し
立
て
当
時
、「
申
立
の
意
義
を
理
解
し
、
自
己
の
権
利
を
守
る
能
力
す
な
わ
ち
訴
訟
能
力
を
有

し
て
い
た
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
委
）。
し
か
し
、
彼
に
対
す
る
死
刑
は
、
確
定
後
三
〇
年
近
く
経
っ
た
二
〇
〇
六
年
末
の
時
点
で
は
執
行
さ
れ

て
い
な
い
。

　

一
九
六
六
年
に
強
盗
殺
人
等
で
逮
捕
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
に
死
刑
の
確
定
し
た
袴
田
巌
の
場
合
は
、
本
人
が
否
認
に
転
じ
て
再
審
の
請
求

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
八
五
年
頃
か
ら
異
常
な
言
動
が
現
れ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
九
二
年
に
家
族
が
、
外
部
の
精
神
病
院
へ
の
移
送
を

求
め
て
人
身
保
護
請
求
を
行
っ
た
が
、
翌
年
に
棄
却
さ
れ
た
。
東
京
拘
置
所
は
以
下
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
当
所
は
、「
小
規
模
な
が
ら
い

わ
ゆ
る
総
合
病
院
と
し
て
の
医
療
体
制
を
整
え
て
い
る
た
め
、
…
…
例
外
的
な
場
合
を
除
い
て
は
、
被
収
容
者
を
外
部
の
病
院
に
移
送
し
て

診
療
を
行
う
こ
と
は
な
い
。
東
京
拘
置
所
に
お
け
る
精
神
科
の
診
療
に
つ
い
て
は
、
精
神
科
医
が
二
名
、
脳
外
科
医
が
二
名
配
置
さ
れ
て
お

り
、
精
神
病
棟
も
有
し
、
相
当
の
設
備
も
整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
患
者
で
あ
る
被
収
容
者
を
外
部
の
病
院
に
移
送
す
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な

い
」。
ま
た
、「
外
部
の
病
院
に
お
い
て
は
、
直
接
被
拘
束
者
と
日
常
的
な
接
触
が
要
請
さ
れ
る
看
護
婦
又
は
看
護
士
が
死
刑
判
決
確
定
者
と

い
う
特
殊
な
法
的
身
分
に
あ
る
者
を
処
遇
す
る
技
術
を
備
え
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
…
…
（
外
部
の
）
病
院
に
は
拘
置
所
と
同
程
度

の
物
的
戒
護
設
備
は
到
底
望
め
ず
、
人
的
戒
護
に
お
い
て
も
多
大
な
支
障
を
生
ず
る
。
さ
ら
に
、
…
…
再
び
被
拘
束
者
が
東
京
拘
置
所
に
戻

さ
れ
た
後
の
治
療
関
係
に
支
障
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
」。

　

こ
れ
に
対
し
て
裁
判
所
は
、
外
部
の
病
院
へ
の
移
送
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
拘
置
所
で
は
、「
効
果
的
な
治
療
が
明
ら
か
に
期
待
で

き
な
い
た
め
、
当
該
疾
患
が
改
善
せ
ず
又
は
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
」
と
し
、
被
拘
束
者
の
病
名
を
「
幻
覚
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妄
想
状
態
（
心
因
的
色
彩
を
帯
び
た
拘
禁
反
応
に
よ
る
幻
覚
妄
想
状
態
）」
と
し
な
が
ら
も
、
東
京
拘
置
所
が
「
適
切
な
対
応
が
可
能
と
判

断
し
て
い
る
こ
と
が
誤
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
述
べ
、
上
記
の
お
そ
れ
が
「
顕
著
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
し
て
、
本
件
請
求
を
棄
却
し
た
（
威
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
精
神
障
害
の
治
療
の
た
め
に
、
死
刑
確
定
者
が
外
部
の
病
院
に
移
送
さ
れ
た
り
、
医
療
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
る
の
は
稀
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
改
善
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
二
年
に
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
が
成
立
し
、
現
在
、
専
門
病
棟

に
お
い
て
治
療
が
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
法
案
の
審
議
の
際
に
は
、
精
神
病
院
と
刑
務
所
間
の
移
送
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
柔
軟
な
運
用
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
今
後
は
、
保
安
と
処
遇
に
問
題
が
あ
る
な
ら

ば
、
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
の
専
門
病
棟
の
成
果
を
参
照
し
て
、
精
神
障
害
の
治
療
の
改
善
を
目
指
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
受
刑

者
の
精
神
状
態
に
つ
い
て
、
司
法
機
関
や
第
三
者
機
関
に
よ
る
確
認
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
（
尉
）。
こ
れ
は
、
死
刑
の

執
行
停
止
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
き
に
取
り
上
げ
た
問
題
と
同
様
の
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
は
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
公
平
な
監
査
を
行
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
問
題
に
な
る
の
は
、
刑
事
施
設
内
に
お
い
て
精
神
障
害
に
罹
患
し
、
病
状
が
悪
化
し
た
場
合
、
精
神
科
医
が
治
療
を
行
う
に
あ

た
っ
て
は
、
倫
理
的
な
障
害
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
治
療
が
効
を
奏
し
て
病
状
が
良
く
な
れ
ば
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
医
師
の
倫
理
に
反
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
日
本
精
神
神
経
学
会
は
、
二
〇
〇
二
年
に
「
死
刑
執
行
へ

の
精
神
科
医
の
関
与
に
関
す
る
当
学
会
の
当
面
の
態
度
に
つ
い
て
」
と
い
う
声
明
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
問
題
と
並
ん

で
、「
心
神
喪
失
者
へ
の
死
刑
執
行
の
禁
止
が
妥
当
で
あ
る
か
否
か
」
な
ど
の
七
つ
の
問
題
に
対
し
て
、「
当
学
会
は
、
こ
の
議
論
が
一
定
の

結
論
に
至
る
ま
で
の
間
は
、
当
面
、
精
神
科
医
は
死
刑
執
行
に
関
与
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
（
惟
）。

　

し
か
し
、
死
刑
確
定
者
が
精
神
疾
患
に
罹
患
し
苦
し
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
の
治
療
も
施
さ
れ
な
い
と
い
う
の
で
は
、
人
道
に

（414）
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反
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
か
ら
、
精
神
障
害
の
ゆ
え
に
受
刑
能
力
が
問
題
と
な
っ
た
者
に
対
し
て
は
、
自
動
的
に
終
身

刑
に
減
刑
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
意
）。

　

そ
も
そ
も
死
刑
確
定
者
が
拘
置
所
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
は
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
は
、
ほ
と
ん
ど
議
論
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
が
、
拘
置
所
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、「
自
由
刑
を
執
行
さ
れ
る
受
刑
者
で
は
な
い
と
い
う
消
極
的
理
由
に
も

と
づ
く
も
の
」
と
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
、
死
刑
の
執
行
を
を
待
つ
だ
け
の
者
に
対
し
て
は
、
温
情
か
ら
、「
比
較
的
自
由
な
刑
事
被
告
人

の
処
遇
に
準
ず
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
慰
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
死
刑
囚
の
多
か
っ
た
時
代
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
執
行
ま
で
の
期
間
も
、
現
在

の
よ
う
に
七―

八
年
も
か
か
っ
て
い
な
か
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
刑
事
収
容
施
設
・
被
収
容
者
等
処
遇
法
の
制
定
に
と
も
な
っ
て
、
死

刑
確
定
者
の
処
遇
に
関
す
る
規
定
の
整
備
が
図
ら
れ
た
の
は
一
歩
前
進
と
評
価
で
き
る
と
し
て
も
、
そ
の
中
心
は
い
わ
ゆ
る
「
代
用
監
獄
問

題
」
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
死
刑
の
存
廃
を
も
念
頭
に
お
い
た
「
死
刑
確
定
者
の
処
遇
」
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
議
論
さ
れ
た
と
は
言
い
難

い
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
刑
事
収
容
施
設
・
被
収
容
者
等
処
遇
法
に
お
い
て
は
、
死
刑
確
定
者
の
処
遇
の
原
則
が
定
め
ら
れ

た
。
す
な
わ
ち
、「
①
死
刑
確
定
者
の
処
遇
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
者
が
心
情
の
安
定
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。
②
死

刑
確
定
者
に
対
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
民
間
の
篤
志
家
の
協
力
を
求
め
、
そ
の
心
情
の
安
定
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
助
言
、
講
話
そ
の

他
の
措
置
を
執
る
も
の
と
す
る
」（
三
二
条
）
と
さ
れ
、
面
会
や
信
書
の
発
受
な
ど
の
外
部
交
通
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
、
死
刑
確
定
者

の
処
遇
の
改
善
が
図
ら
れ
た
（
易
）。
し
か
し
な
が
ら
前
述
し
た
よ
う
な
精
神
医
療
に
関
し
て
は
、
不
十
分
な
点
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も

し
、
死
刑
を
当
面
存
続
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
手
続
を
含
め
た
「
拘
置
所
内
の
精
神
医
療
の
改
善
」
は
、
迅
速
な
解
決
を
迫
ら
れ
る
重
要
な

課
題
で
あ
ろ
う
。
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注（
53
）　

平
成
一
八
年
版
犯
罪
白
書
一
二
二
頁
。

（
54
）　

B
ureau of Justice Statistics Special R

eport, M
ental H

ealth P
roblem

s of P
rison and Jail Inm

ates, 2006 (http://w
w

w
.ojp.usdoj.gov).

イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
精
神
医
療
と
犯
罪
者
処
遇
（
二
〇
〇
二
年
）
一
二
九
頁
以
下
参
照
。

（
55
）　

山
本
真
理
「
再
度
問
う　

死
刑
へ
の
精
神
科
医
」
精
神
神
経
学
雑
誌
一
〇
七
巻
七
号
（
二
〇
〇
五
年
）
六
九
一
頁
以
下
参
照
。

（
56
）　

村
野
薫
「
戦
後
死
刑
囚
列
伝
（
増
補
・
改
訂
版
）」（
二
〇
〇
二
年
）
一
七
六
頁
以
下
参
照
。

（
57
）　

中
道
武
美
「
依
頼
人
が
処
刑
さ
れ
た
」
年
報
・
死
刑
廃
止
一
九
九
六
（
一
九
九
六
年
）
七
二
頁
以
下
、
佐
久
間
哲
「
死
刑
に
処
す―

現
代
死

刑
囚
フ
ァ
イ
ル
」（
二
〇
〇
五
年
）
一
四
一
頁
以
下
参
照
。

（
58
）　

東
京
高
判
昭
和
五
一
年
一
二
月
一
六
日
、
東
京
高
判
昭
和
五
二
年
四
月
一
一
日
判
時
八
五
七
号
一
一
七
頁
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
上
前
淳

一
郎
「
狂
気　

ピ
ア
ノ
殺
人
事
件
」（
一
九
七
八
年
）
参
照
。
訴
訟
能
力
に
つ
い
て
、
判
例
は
、「
一
定
の
訴
訟
行
為
を
な
す
に
当
り
、
そ
の
行
為
の

意
義
を
理
解
し
、
自
己
の
権
利
を
守
る
能
力
」（
最
決
昭
和
二
九
年
七
月
三
〇
日
刑
集
八
巻
七
号
一
二
三
一
頁
）
あ
る
い
は
「
被
告
人
と
し
て
の
重

要
な
利
害
を
弁
別
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
相
当
な
防
御
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
」（
最
決
平
成
七
年
二
月
二
八
日
刑
集
四
九
巻
二
号
四
八
一
頁
）

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
控
訴
の
取
下
げ
が
無
効
と
さ
れ
た
例
と
し
て
、
最
決
平
成
七
年
六
月
二
八
日
刑
集
四
九
巻
六
号
七
八
五
頁
参
照
。

（
59
）　

東
京
地
判
平
成
五
年
一
月
一
三
日
判
時
一
四
五
四
号
一
一
九
頁
、
判
タ
八
一
九
号
一
九
〇
頁
。
な
お
、
秋
山
賢
三
「
裁
判
官
は
な
ぜ
誤
る
の

か
」（
袴
田
巌
の
弁
護
人
で
あ
る
元
裁
判
官
の
著
作
）（
二
〇
〇
二
年
）
九
三
頁
以
下
参
照
。
ま
た
、
死
刑
囚
全
般
に
つ
い
て
、
小
木
貞
孝
「
死
刑
囚

と
無
期
囚
の
心
理
」（
一
九
七
四
年
）、
加
賀
乙
彦
「
死
刑
囚
の
記
録
」（
一
九
八
〇
年
）
参
照
。

（
60
）　

石
塚
伸
一
「
死
刑
確
定
者
の
処
遇
」
刑
事
立
法
研
究
会
編
「
代
用
監
獄
・
拘
置
所
改
革
の
ゆ
く
え
」（
二
〇
〇
五
年
）
二
二
三
頁
。

（
61
）　

精
神
神
経
学
雑
誌
一
〇
四
巻
七
号
六
四
二
頁
。
中
島
直
「
死
刑
執
行
へ
の
精
神
科
医
の
関
与
に
関
す
る
学
会
声
明
に
向
け
て
」
精
神
神
経
学
雑

誌
一
〇
七
巻
七
号
（
二
〇
〇
五
年
）
六
七
六
頁
以
下
参
照
。
ア
メ
リ
カ
で
も
同
様
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
参
照
。
こ
こ

で
著
者
は
、「
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
死
刑
の
執
行
よ
り
も
病
気
の
治
療
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。S. B

. B
right, op. cit., pp. 

175–176.

（
62
）　

中
島
・
前
掲
論
文
（
註
61
）
六
八
〇
頁
参
照
。

（
63
）　

小
野
清
一
郎
＝
朝
倉
京
一
「
改
訂
監
獄
法
」（
一
九
七
〇
年
）
四
一―

四
二
頁
。
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（
64
）　

名
取
俊
也
「
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
の
概
要
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
一
九
号
（
二
〇
〇
六
年
）
四
八
頁
以
下
、

法
曹
時
報
五
八
巻
一
〇
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
頁
以
下
、
島
戸
純
「
刑
事
施
設
に
お
け
る
被
収
容
者
の
処
遇
に
関
す
る
最
近
の
動
き
」
法
律
の
ひ
ろ

ば
六
〇
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
七
頁
以
下
、
田
鎖
麻
衣
子
「
変
わ
る
死
刑
確
定
者
処
遇
」
自
由
と
正
義
五
八
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
六
八
頁

以
下
参
照
。

五
．
お
わ
り
に

　

最
後
に
、
死
刑
存
廃
論
に
触
れ
た
後
に
今
後
の
課
題
を
挙
げ
て
み
た
い
。

　

死
刑
存
廃
論
の
論
拠
は
大
略
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
死
刑
廃
止
論
の
主
張
は
、
①
国
家
が
犯
罪
者
の
生
命
を
奪
う
権
利
は
認
め
ら

れ
な
い
（
法
哲
学
的
論
点
）、
②
死
刑
に
は
特
別
な
犯
罪
抑
止
効
果
は
存
在
し
な
い
（
刑
事
政
策
的
論
点
）、
③
死
刑
は
残
虐
な
刑
罰
で
あ
る

（
憲
法
的
論
点
）、
④
誤
判
の
場
合
は
救
済
が
不
可
能
で
あ
る
（
適
正
手
続
的
論
点
）、
の
四
点
に
集
約
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
死
刑
存

置
論
は
、
①
死
刑
の
存
置
は
国
民
感
情
に
合
致
し
、
そ
の
こ
と
は
、
世
論
調
査
に
お
い
て
、
死
刑
存
置
が
常
に
過
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
、
②
死
刑
に
は
強
力
な
威
嚇
力
が
あ
り
、
犯
罪
の
抑
止
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
、
③
犯
罪
者
を
完
全
に
隔
離
・
排
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
と
反
論
し
て
い
る
（
椅
）。

　

死
刑
の
効
果
の
点
に
つ
い
て
は
決
定
的
な
証
拠
は
存
在
し
な
い
。
誤
判
に
関
し
て
は
、
そ
の
可
能
性
が
ま
っ
た
く
な
い
場
合
、
た
と
え
ば

池
田
小
学
校
児
童
殺
傷
事
件
の
よ
う
な
事
例
で
は
、
死
刑
が
科
さ
れ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
結
局

は
、
国
民
世
論
の
支
持
と
人
道
的
立
場
と
の
対
立
に
帰
着
す
る
（
為
）。
こ
れ
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
五
年
の
内
閣
府
の
世
論
調
査
で
は
、
死
刑
制
度

を
容
認
す
る
者
が
八
一
・
四
％
に
達
し
て
い
る
し
（
畏
）、
ま
た
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
讀
賣
新
聞
が
行
っ
た
「
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
世
論
調

査
」
で
も
八
〇
・
四
％
の
者
が
死
刑
の
存
続
を
支
持
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
で
は
、
無
期
刑
に
つ
い
て
の
仮
釈
放
が
一
〇
年
で
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
関
し
て
、「
仮
釈
放
の
認
め
ら
れ
な
い
終
身
刑
の
導
入
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
八
一
・
六
％
が
賛
成
し
て
い
る
（
異
）。
し
か
し
な
が

（417）
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ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
も
、
死
刑
廃
止
の
前
の
世
論
調
査
で
は
存
置
派
が
廃
止
派
を
上
回
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
移
）。
日
本
の
よ
う
に
、
世
論

の
動
向
を
重
視
し
た
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
よ
う
に
、「
変
遷
す
る
『
品
位
』」
に
よ
っ
て
死
刑
の
存
廃
を
決
定
す
る
の
は
、
曖
昧
に
す
ぎ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
に
、
前
述
し
た
昭
和
二
三
年
の
最
高
裁
の
判
例
に
お
い
て
も
、
補
足
意
見
で
、「
国
家
の
文
化
が
高
度
に
発

達
し
て
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
平
和
的
社
会
が
実
現
し
、
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
死
刑
の
威
嚇
に
よ
る
犯
罪
の
防
止
を
必
要
と
感
じ
な

い
時
代
に
達
し
た
な
ら
ば
、
死
刑
も
ま
た
残
虐
な
刑
罰
と
し
て
国
民
感
情
に
よ
り
否
定
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

後
、
平
成
五
年
の
判
決
の
補
足
意
見
に
お
い
て
提
言
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
影
響
は
そ
れ
程
大
き
く
な
か
っ
た
（
維
）。

　

ま
た
、
日
本
政
府
の
立
場
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
国
民
世
論
の
多
数
が
極
め
て
悪
質
・
凶
悪
な
犯
罪
に
つ
い
て
は
死
刑

も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
お
り
、
多
数
の
者
に
対
す
る
殺
人
、
誘
拐
殺
人
等
の
凶
悪
犯
罪
が
い
ま
だ
跡
を
絶
た
な
い
状
況
等
か
ら
、
そ
の

罪
責
が
著
し
く
重
大
な
凶
悪
犯
罪
を
犯
し
た
者
に
対
し
て
は
、
死
刑
を
科
す
る
こ
と
も
や
む
を
得
ず
、
死
刑
を
廃
止
す
る
こ
と
は
適
当
で
は

な
い
（
緯
）」。
さ
ら
に
、
検
察
官
の
中
に
も
死
刑
存
続
を
支
持
す
る
意
見
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
死
刑
の
選
択
の
判
断
は
…
…
極
め
て
慎
重

に
行
わ
れ
て
お
り
、
…
…
か
か
る
運
用
を
も
前
提
と
し
た
と
き
、
死
刑
を
存
置
す
べ
き
と
い
う
考
え
方
に
は
十
分
な
合
理
性
が
あ
る
（
胃
）」
で
あ

る
と
か
、「
被
害
者
遺
族
の
、
血
の
出
る
よ
う
な
叫
び
や
悲
し
み
を
体
感
し
て
い
る
た
め
か
、
死
刑
廃
止
論
に
は
軽
々
に
組
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
…
…
死
刑
制
度
は
そ
の
（
無
差
別
大
量
殺
人
な
ど
）
た
め
に
存
置
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
（
萎
）」
と
す
る
見
解
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
れ
ば
、
死
刑
が
近
い
将
来
に
廃
止
さ
れ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
あ
る
い
は
そ
れ

だ
か
ら
こ
そ
、
少
し
で
も
死
刑
の
適
用
を
限
定
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
死
刑
の

動
向
を
参
照
す
れ
ば
、
ま
ず
第
一
に
、
重
篤
な
精
神
障
害
者
に
対
す
る
死
刑
の
執
行
停
止
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
少
年
や
知

的
障
害
、
性
的
逸
脱
、
人
格
障
害
、
薬
物
依
存
な
ど
の
事
例
に
つ
い
て
も
、
責
任
能
力
・
訴
訟
能
力
・
受
刑
能
力
の
点
か
ら
の
見
直
し
を
行

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
受
刑
能
力
の
み
が
欠
け
る
例
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
少
し
で
も
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
慎
重
に
検
討
す
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べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
刑
事
訴
訟
法
は
心
神
喪
失
者
に
の
み
執
行
停
止
を
認
め
て
い
る
が
、
心
神
耗
弱
の
場
合
を
対
象
に
含
め
る
べ
き
か
ど

う
か
も
一
考
に
値
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
死
刑
の
意
味
が
理
解
で
き
な
い
者
に
対
す
る
死
刑
執
行
を
回
避
す
べ
き
で
あ
る
と
の
議
論
と
並
ん
で
、
適
正
手

続
の
問
題
が
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
我
が
国
の
場
合
で
も
、
死
刑
に
つ
い
て
の
情
報
公
開
が
不
十
分
な
点
に
対
す
る
批
判
が

あ
る
。「
日
本
の
死
刑
は
、
法
務
大
臣
の
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
行
刑
密
行
主
義
か
ら
検
証
も
で
き
な
い
の
で
、
現
行
の
手

続
は
憲
法
三
一
条
に
違
反
す
る
」
と
す
る
見
解
が
そ
れ
で
あ
る
（
衣
）。
さ
ら
に
、
裁
判
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
裁
判
員
に
十
分

な
情
報
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
謂
）。
た
と
え
ば
、
精
神
障
害
に
罹
患
し
た
受
刑
者
の
診
断
内
容
の
公
開
や
、
セ
カ
ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
の

聴
取
な
ど
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
手
続
面
で
の
改
善
に
関
す
る
提
言
と
し
て
、「
死
刑
量
定
が
予
定
又
は
予
想
さ
れ
る
犯
行
に
つ
い
て
の
捜
査
段
階
で
の

『
国
選
弁
護
人
制
度
』
の
法
制
度
化
」
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
違
）。
ア
メ
リ
カ
の
動
き
を
見
て
い
る
と
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
死
刑
適
用
に
関

す
る
手
続
の
改
善
に
も
っ
と
関
心
が
払
わ
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
我
が
国
で
は
、
被
告
人
が
否
認
し
て
い
る
場
合
、
再
審
請
求
や
恩
赦
の
出
願
が
な
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
死
刑
の
執
行
は
行
わ
れ

な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
（
遺
）、
ア
メ
リ
カ
の
複
数
の
州
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
間
は
、
死
刑
の
執
行
を
本
人
の
同
意
が
あ

る
と
き
に
限
定
す
る
と
い
う
方
法
も
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
医
）。
そ
れ
以
外
に
、
被
害
者
支
援
の
問
題
や
代
替
刑
い
か
ん
と
い
う
問
題
も
重
要

で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
（
井
）。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
死
刑
存
置
派
の
人
た
ち
も
、
死
刑
に
対
す
る
非
難
を
か
わ
す
た
め
に
、
手
続
の
改
善
等
に
は
積
極
的
に
賛
成
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
体
感
治
安
が
悪
化
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
現
在
、
死
刑
を
廃
止
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
制
度
の
不
備
さ
え

も
是
正
さ
れ
な
い
と
い
う
現
状
は
改
善
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
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注（
65
）　

大
谷
・
前
掲
書
五
三
三
頁
以
下
参
照
。

（
66
）　

拙
稿
「
刑
罰
と
は
？
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
五
八
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
〇
頁
。

（
67
）　
「
基
本
的
法
制
度
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
実
施
）（http://w

w
w
8.cao.go.jp/survey/h16/h16-houseido/index.htm

l)

。

（
68
）　

讀
賣
新
聞
二
〇
〇
七
年
一
月
一
六
日
。

（
69
）　

た
と
え
ば
、
伊
藤
公
雄
＝
木
下
誠
編
「
こ
う
す
れ
ば
で
き
る
死
刑
廃
止　

フ
ラ
ン
ス
の
教
訓
」（
一
九
九
二
年
）
四
頁
以
下
、
佐
伯
千
仭
＝
団
藤

重
光
＝
平
場
安
治
編
著
「
死
刑
廃
止
を
求
め
る
」（
一
九
九
四
年
）
一
二
七
頁
以
下
、
藤
吉
和
史
他
「
世
論
調
査
に
お
け
る
死
刑
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー

増
刊
「
死
刑
の
現
在
」（
一
九
九
〇
年
）
一
五
〇
頁
以
下
参
照
。

（
70
）　

井
上
宏
「
死
刑
の
合
憲
性
を
認
め
た
法
廷
意
見
に
く
み
し
な
が
ら
立
法
的
施
策
を
提
言
し
た
最
高
裁
判
決
の
補
足
意
見
に
つ
い
て
」
法
律
の
ひ

ろ
ば
四
七
巻
二
号
（
一
九
九
四
年
）
三
八
頁
以
下
参
照
。

（
71
）　

山
田
・
前
掲
論
文
（
註
33
）
四
七
頁
。

（
72
）　

同
四
八
頁
。

（
73
）　

宗
像
紀
夫
「
死
刑
制
度
を
検
察
官
の
目
か
ら
見
る
」
犯
罪
心
理
研
究
二
号
（
一
九
九
八
年
）
三
五―

三
六
頁
。

（
74
）　

横
藤
田
・
前
掲
論
文
（
註
36
）
六
八
五
頁
。「
年
報
・
死
刑
廃
止
99　

死
刑
と
情
報
公
開
」（
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
75
）　

柳
重
雄
「
裁
判
員
制
度
の
ス
タ
ー
ト
と
死
刑
制
度
問
題
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
二
六
号
（
二
〇
〇
七
年
）
四
六
頁
以
下
参
照
。

（
76
）　

渥
美
東
洋
「
日
本
の
現
行
の
死
刑
制
度
は
廃
止
さ
れ
る
べ
き
か
」
刑
法
雑
誌
三
五
巻
一
号
（
一
九
九
五
年
）
一
〇
八
頁
。

（
77
）　

刑
訴
法
四
七
五
条
一
項
は
、
法
務
大
臣
の
執
行
命
令
を
判
決
確
定
の
日
か
ら
六
ケ
月
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
二
項

に
お
い
て
、
上
訴
権
回
復
、
再
審
請
求
、
非
常
上
告
、
恩
赦
出
願
・
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
手
続
が
終
了
す
る
ま
で
の
期
間
、
ま
た
共
同
被

告
人
の
判
決
確
定
ま
で
の
期
間
は
、
こ
の
六
ケ
月
に
は
算
入
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
東
京
地
決
昭
和
六
〇
年
五
月
三
〇
日
判
時
一
一
五

二
号
二
六
頁
参
照
（
帝
銀
事
件
の
犯
人
と
し
て
死
刑
を
科
さ
れ
た
者
が
、
判
決
確
定
後
に
、
刑
の
時
効
が
成
立
す
る
と
し
て
、
人
身
保
護
請
求
を

行
っ
た
事
件
の
決
定
）。

（
78
）　

D
eath Penalty Inform

ation C
enter, http://w

w
w

.deathpenaltyinfo.org.

（
79
）　

代
替
刑
に
つ
い
て
は
、
岩
井
宜
子
「
死
刑
と
代
替
刑
」
刑
法
雑
誌
四
三
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
六
九
頁
以
下
、
加
藤
久
雄
「
死
刑
代
替
論
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に
つ
い
て
」
法
学
研
究
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
六
年
）
一
二
三
頁
以
下
、
石
塚
伸
一
「
死
刑
代
替
刑
と
し
て
の
終
身
刑
」
季
刊
刑
事
弁
護
三
七
号

（
二
〇
〇
四
年
）
三
〇
頁
以
下
、
三
原
憲
三
「
死
刑
の
廃
止
と
代
替
刑
を
め
ぐ
っ
て
の
若
干
の
考
察
」
法
律
論
叢
七
七
巻
四
・
五
号
（
二
〇
〇
五

年
）
三
四
五
頁
以
下
、
菊
田
幸
一
「
死
刑
廃
止
に
向
け
て―

代
替
刑
の
提
唱
」（
二
〇
〇
五
年
）
二
六
四
頁
以
下
な
ど
参
照
。
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